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１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第78期

第１四半期
連結累計期間

第79期
第１四半期
連結累計期間

第78期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 2,030,296 2,219,420 8,909,665

経常利益 (千円) 38,075 27,244 177,915

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 23,925 16,053 117,244

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 16,942 73,609 229,550

純資産額 (千円) 3,293,182 3,563,806 3,505,759

総資産額 (千円) 7,426,968 7,900,012 7,854,247

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 7.76 5.21 38.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 44.1 44.9 44.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

(１) 財政状態及び経営成績の状況

a. 財政状態

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比べ46百万円増加し、7,900百万円となりまし

た。

負債合計は、前連結会計年度末と比べ12百万円減少し、4,336百万円となりました。

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ58百万円増加し、3,564百万円となりました。

b. 経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀による金融緩和策などを背景に、企

業収益や個人消費等に改善が見られ、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、中東情勢や北朝鮮

問題などの地政学リスクの高まりや米国の保護主義対策など、世界経済に与える影響につきましては、依然不透

明な状況が続いております。

物流業界におきましては、国内貨物輸送量の回復が見られたものの、ドライバーの雇用情勢に改善は見られず、

引き続き厳しい経営環境下にあります。

このような状況下、当社グループにおきましては、営業力強化、業務効率化、人材確保等様々な経営努力を続

けてまいりました。

タンク洗滌・修理事業における工事受注件数の減少による減収、港湾運送及び通関事業における主要荷主の輸

出取扱量の減少により減収等もありましたが、ドラム缶等販売事業における販売数量及び配送数量の増加による

増収、石油販売事業における販売数量の増加及び販売平均単価の上昇による増収、貨物自動運送事業における輸

送数量の増加及び運賃改定による増収があり、売上高は2,219百万円と前年同四半期に比べ189百万円(9.3%)の増

収となりました。

次に損益面につきましては、雇用対策に伴う人件費の増加、原油価格の高止まりによる燃料費の増加、車両代

替計画に伴う減価償却費の増加等により、営業利益は14百万円と前年同四半期と比べ６百万円(△31.2%)の減益と

なり、経常利益は27百万円と前年同四半期と比べ11百万円(△28.4%)の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益

は16百万円と前年同四半期と比べ８百万円(△32.9%)の減益となりました。
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セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

(イ) 石油・ドラム缶等販売事業

石油販売においては、販売数量の増加及び販売平均単価の上昇による増収、ドラム缶等販売においては、販売

数量及び配送数量の増加により増収となりました。

結果として、売上高は1,018百万円と前年同四半期と比べ121百万円(13.4%)の増収となり、セグメント利益(営業

利益)は19百万円と前年同四半期と比べ３百万円(21.4%)の増益となりました。

(ロ) 貨物自動車運送事業

輸送数量の増加及び運賃改定により増収となりました。また、ドライバー雇用対策に伴う人件費の増加、原油

価格の高止まりによる燃料費の増加、車両代替計画に伴う減価償却費の増加等により、結果として、売上高は892

百万円と前年同四半期と比べ85百万円(10.6%)の増収となり、セグメント利益(営業利益)は83百万円と前年同四半

期と比べ１百万円(△1.4%)の減益となりました。

(ハ) 港湾運送及び通関事業

主要取引先の輸出取扱量の減少により減収となりました。また、諸経費の削減に努め、結果として、売上高は

98百万円と前年同四半期と比べ１百万円(△1.4%)の減収となり、セグメント利益(営業利益)は10百万円と前年同

四半期と比べ２百万円(29.1%)の増益となりました。

(ニ) 倉庫事業

危険物倉庫移転に伴う取引量減少により減収となりました。また、作業料金改定等により、結果として、売上

高は107百万円と前年同四半期と比べ３百万円(△2.9%)の減収となり、セグメント利益(営業利益)は16百万円と前

年同四半期と比べ３百万円(24.5%)の増益となりました。

(ホ) タンク洗滌・修理事業

工事受注件数が減少し、当第１四半期連結累計期間中に終了した工事件数が少なかった事により減収となりま

した。結果として、売上高は105百万円と前年同四半期と比べ12百万円(△10.5%)の減収となり、セグメント損失

(営業損失)は14百万円と前年同四半期と比べ５百万円の減益となりました。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年８月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,200,000 3,200,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株
であります。

計 3,200,000 3,200,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年６月30日 ― 3,200,000 ― 160,000 ― 1,072

(5) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
―

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式普通株式 113,800

(相互保有株式)
─ 同上

普通株式 10,000

完全議決権株式(その他)
(注)１

普通株式 3,073,400 30,734 同上

単元未満株式 (注)２ 普通株式 2,800 ― 同上

発行済株式総数 3,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 30,734 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

２ 「単元未満株式」欄には、当社保有の自己株式30株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 中央区日本橋浜町１－２
－１

113,800 ― 113,800 3.56
京極運輸商事株式会社

(相互保有株式)
横浜市鶴見区小野町45 10,000 ― 10,000 0.31

株式会社弥生京極社

計 ― 123,800 ― 123,800 3.87

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,245,438 1,174,359

受取手形及び売掛金 ※1 1,525,287 ※1 1,479,449

リース投資資産 11,849 10,645

商品 5,724 10,588

原材料及び貯蔵品 9,849 11,418

半成工事 39,858 94,822

その他 140,716 169,556

貸倒引当金 △3,168 △3,235

流動資産合計 2,975,553 2,947,602

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,355,194 3,356,377

減価償却累計額 △2,465,798 △2,485,714

建物及び構築物（純額） 889,396 870,663

機械及び装置 420,418 421,028

減価償却累計額 △310,092 △314,079

機械及び装置（純額） 110,326 106,949

車両運搬具 2,229,293 2,268,087

減価償却累計額 △1,786,132 △1,821,647

車両運搬具（純額） 443,161 446,440

土地 1,586,269 1,586,269

リース資産 487,332 509,575

減価償却累計額 △260,412 △284,004

リース資産（純額） 226,920 225,571

建設仮勘定 23,758 60,512

その他 120,506 120,506

減価償却累計額 △99,430 △99,737

その他（純額） 21,076 20,769

有形固定資産合計 3,300,906 3,317,173

無形固定資産 7,421 7,421

投資その他の資産

投資有価証券 1,390,546 1,474,480

リース投資資産 16,536 14,522

その他 163,285 138,814

投資その他の資産合計 1,570,367 1,627,816

固定資産合計 4,878,694 4,952,410

資産合計 7,854,247 7,900,012
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 816,886 847,865

短期借入金 802,764 801,564

リース債務 105,605 102,707

未払費用 209,035 347,893

未払法人税等 42,717 15,481

賞与引当金 140,171 50,078

その他 319,261 297,213

流動負債合計 2,436,439 2,462,801

固定負債

長期借入金 771,826 739,510

リース債務 172,292 170,401

繰延税金負債 1,347 4,056

役員退職慰労引当金 40,531 36,900

退職給付に係る負債 844,784 841,795

資産除去債務 58,391 58,496

その他 22,878 22,247

固定負債合計 1,912,049 1,873,405

負債合計 4,348,488 4,336,206

純資産の部

株主資本

資本金 160,000 160,000

資本剰余金 4,995 4,995

利益剰余金 2,847,748 2,848,369

自己株式 △45,786 △45,786

株主資本合計 2,966,957 2,967,578

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 529,351 586,561

退職給付に係る調整累計額 △8,002 △7,573

その他の包括利益累計額合計 521,349 578,988

非支配株主持分 17,453 17,240

純資産合計 3,505,759 3,563,806

負債純資産合計 7,854,247 7,900,012
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 2,030,296 2,219,420

売上原価 1,879,075 2,063,988

売上総利益 151,221 155,432

販売費及び一般管理費

販売費 6,084 6,120

一般管理費 124,555 135,144

販売費及び一般管理費合計 130,639 141,264

営業利益 20,582 14,168

営業外収益

受取利息 ― 78

受取配当金 15,700 17,532

営業車両売却益 561 201

持分法による投資利益 3,153 ―

補助金収入 244 85

軽油引取税交付金 1,097 1,239

その他 3,011 677

営業外収益合計 23,766 19,812

営業外費用

支払利息 4,845 5,180

持分法による投資損失 ― 1,127

その他 1,428 429

営業外費用合計 6,273 6,736

経常利益 38,075 27,244

特別損失

固定資産除却損 41 76

特別損失合計 41 76

税金等調整前四半期純利益 38,034 27,168

法人税等 14,287 11,414

四半期純利益 23,747 15,754

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 23,925 16,053

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △178 △299

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,809 58,003

退職給付に係る調整額 230 429

持分法適用会社に対する持分相当額 1,774 △577

その他の包括利益合計 △6,805 57,855

四半期包括利益 16,942 73,609

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 17,203 73,692

非支配株主に係る四半期包括利益 △261 △83
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を

欠く結果になる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第1四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　 前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

受取手形 47,276千円 31,829千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 78,741千円 85,132千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 21,604 7 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 15,431 5 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計石油・ドラ
ム缶等販売

事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗
滌・修理
事業

売上高

外部顧客への売上高 897,260 806,373 98,946 110,009 117,708 2,030,296

セグメント間の内部売上高
又は振替高

46,942 1,751 ― 30 ― 48,723

計 944,202 808,124 98,946 110,039 117,708 2,079,019

セグメント利益又は損失(△) 15,373 84,016 7,775 13,054 △9,022 111,196

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 111,196

セグメント間取引消去 △25

全社費用(注) △90,589

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 20,582

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計石油・ドラ
ム缶等販売

事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗
滌・修理
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,017,870 891,819 97,589 106,797 105,345 2,219,420

セグメント間の内部売上高
又は振替高

58,236 1,793 ― 30 ― 60,059

計 1,076,106 893,612 97,589 106,827 105,345 2,279,479

セグメント利益又は損失(△) 18,659 82,798 10,041 16,251 △13,941 113,808

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 113,808

セグメント間取引消去 △3

全社費用(注) △99,637

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 14,168

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益 7円76銭 5円21銭

　(算定上の基礎)

　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 23,925 16,053

普通株主に帰属しない金額(千円)
― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

23,925 16,053

　普通株式の期中平均株式数(株) 3,081,631 3,081,570

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成30年８月９日

京極運輸商事株式会社

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 奈 尾 光 浩 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 隅 田 拓 也 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京極運輸商事株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行

った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京極運輸商事株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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宝印刷株式会社印刷

　


